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群 馬 県 で 初 め て の 銀 行
横浜銀行高崎支店

い
埼
玉
県
神
川
町
の
出
身
で
、
惣
兵
衛
の

他
に
も
群
馬
出
身
の
横
浜
商
人
が
株
主
に

名
を
連
ね
、
群
馬
と
横
浜
の
生
糸
商
人
の

関
係
が
非
常
に
深
く
、
明
治
8
年
に
生
糸

取
引
の
拠
点
と
な
る
高
崎
に
群
馬
県
内
初

の
銀
行
と
し
て
高
崎
支
店
が
九
蔵
町
に
開

設
さ
れ
た
。
高
崎
支
店
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

様
式
の
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
が
目
を
ひ
き
、

群
馬
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

惣
兵
衛
は
火
事
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
に

金
を
与
え
、
学
校
や
道
路
に
多
額
の
寄
付

も
行
い
、
市
民
か
ら
博
愛
家
と
尊
敬
さ
れ

た
と
い
う
。
惣
兵
衛
の
出
資
で
造
成
さ
れ

た
熱
海
梅
園
は
、
皇
室
へ
献
上
後
、
熱
海

市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。
惣
兵
衛
は

66
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
遺
志
に
よ
り
葬

儀
は
質
素
で
、
貧
し
い
人
5
千
人
に
米
代

50
銭
が
配
ら
れ
た
。
最
後
ま
で
社
会
に
尽

く
し
た
実
業
家
で
あ
っ
た
。
惣
兵
衛
の
築

い
た
野
澤
屋
の
建
物
は
横
浜
松
坂
屋
に
継

承
さ
れ
た
。

　

第
二
国
立
銀
行
の
ほ
か
惣
兵
衛
の
関

わ
っ
た
銀
行
は
合
併
統
合
さ
れ
、
昭
和
32

年
に
「
横
浜
銀
行
」
と
改
称
し
、
現
在
は

連
雀
町
に
高
崎
支
店
を
置
い
て
い
る
。

連
雀
町
に
高
崎
支
店
を
置
い
て
い
る
。

●
横
浜
で
名
を
上
げ
た
茂
木
惣
兵
衛

　

茂
木
惣
兵
衛
は
、
文
政
10
年
（
１
８
２
７
）

に
高
崎
の
古
着
商
に
生
ま
れ
た
。
12
歳
で
呉

服
屋
に
奉
公
し
、
開
港
間
も
な
い
横
浜
で
生

糸
貿
易
商
と
し
て
才
覚
を
発
揮
し
、
野
澤
屋

惣
兵
衛
と
名
乗
っ
て
頭
角
を
現
し
た
。

　

生
糸
は
日
本
の
外
貨
獲
得
の
た
め
の
重

要
な
輸
出
品
で
、
各
地
か
ら
進
取
の
精
神

に
あ
ふ
れ
た
商
人
が
横
浜
に
集
ま
り
、
外

国
商
社
が
立
ち
並
ぶ
と
、
寒
村
だ
っ
た
横

浜
は
一
変
し
た
。
横
浜
に
い
ち
早
く
目
を

つ
け
た
の
は
上
州
商
人
の
中
居
屋
重
兵
衛

で
「
走
り
屋
」
と
呼
ば
れ
る
冒
険
的
な
商

売
だ
っ
た
が
、
日
本
の
生
糸
を
世
界
市
場

に
売
り
込
む
先せ
ん
べ
ん鞭
と
な
っ
た
。

　

生
糸
は
大
産
地
の
上
州
が
牛
耳
る
よ
う
に

な
り
、
明
治
に
入
る
と
上
州
産
生
糸
の
シ
ェ

ア
は
約
5
割
を
占
め
た
。
一
攫
千
金
を
狙
う

海
外
貿
易
で
生
糸
商
の
興
亡
は

激
し
か
っ
た
が
、
惣
兵
衛
の
取

扱
量
は
横
浜
随
一
と
な
り
、
横
浜

財
界
の
親
分
格
、
原
善
三
郎
と

並
ぶ
大
富
豪
と
し
て
横
浜
商
人

の
逸
物
と
い
わ
れ
た
。

の
逸
物
と
い
わ
れ
た
。

●
新
し
い
時
代
を
開
い
た
パ
イ
オ
ニ
ア

　

貿
易
の
主
導
権
は
ア
ジ
ア
で
経
験
を
積

ん
で
き
た
外
国
商
人
に
握
ら
れ
、
為
替
取

引
も
海
外
金
融
機
関
に
独
占
さ
れ
、
日
本

の
商
人
の
不
利
益
は
大
き
か
っ
た
。

　

惣
兵
衛
と
原
は
、
国
際
化
に
対
応
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
新
し

い
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
横
浜
を
引
っ

張
っ
た
。
海
外
金
融
機
関
に
対
抗
す
る
と
と

も
に
資
金
調
達
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
日

本
で
最
初
の
近
代
的
銀
行
事
業
と
さ
れ
る

横
浜
為
替
会
社
を
明
治
2
年
（
１
８
６
９
）

に
設
立
し
た
。
こ
の
会
社
は
、
明
治
7
年

に
第
二
国
立
銀
行
に
改
組
す
る
が
、
国
立

銀
行
は
国
の
法
（
当
時
は
条
例
）
に
基
づ

く
民
間
銀
行
の
こ
と
で
、
こ
の
時
に
4
つ

の
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。
第
二
国
立
銀
行

は
他
の
3
行
と
大
き
く
異
な
り
、
洋
銀
券

=
ド
ル
紙
幣
の
発
行
を
許
さ
れ
た
国
内
唯
一

の
銀
行
で
、
原
善
三
郎
が
頭
取
、
惣
兵
衛

は
副
頭
取
と
な
っ
た
。

●
私
財
を
社
会
に
生
か
し
た
実
業
家

　

第
二
国
立
銀
行
頭
取
の
原
も
群
馬
に
近

　

第
二
国
立
銀
行
頭
取
の
原
も
群
馬
に
近

横
浜
の
豪
商
茂も

ぎ

そ

う

べ

え

も

ぎ

そ

う

べ

え

も

ぎ

そ

う

べ

え

木
惣
兵
衛
を
生
ん
だ
高
崎

江戸末期、高崎に生まれた丁稚の少年は、開港まも
ない横浜で名を上げ、後に「西の伊藤忠兵衛、東の
茂木惣兵衛」と言われる豪商となった。

茂木惣兵衛が設立した銀行は
横浜銀行に統合され、現在は
連雀町に移転。九蔵町のレン
ガ塀が往時を伝える


